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五
郎
沼
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

････

Ｊ
Ｒ
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
記
録････

4月12日

日詰駅

スタート（受付）の
「さくらばな」

チェックポイントの
箱清水公民館

箱清水公民館内での
パネル展示

参加者の見学の様子

今が見ごろの古代ハス

提供：岩手日報社
（6/26記事の別画像）

紫
波
町
観
光
交
流
協
会

の
歴
史
文
化
委
員
会
（
高

橋
敬
明
委
員
長
）
の
応
募

に
て
、
五
郎
沼
周
辺
散
策

コ
ー
ス
「
『
平
泉
』
の
黄

金
文
化
を
支
え
た
『
比

爪
』
の
地
を
巡
る
」
の
タ

イ
ト
ル
で
Ｊ
Ｒ
「
駅
か
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
認
証
さ

れ
ま
し
た
。

下
図
の
約
４
㎞
の
散
歩

道
で
も
あ
り
ま
の
で
、
７

月
11
日
～
20
日
ま
で
の
10

日
間
１
０
０
名
目
標
で
地

元
、
会
員
の
方
々
の
お
手

伝
い
に
て
臨
み
ま
し
た
。

地域別参加者 内容（多い順）

関東 32
神奈川13･東京9･千葉
4･埼玉4･静岡1等

東北 17
宮城9･秋田3･青森3･山
形1･福島1

岩手 67
紫波14･盛岡6･滝沢4･
花巻4･奥州3等

計 116

アンケート集計

年代別 性 別

20代 2 男 27

30代 2 女 30

40代 8 ※
アンケート
結果で
「無回答」
があり、合
計は合い
ません。

50代 15

60代 21

70代 23

計 71

Ｊ
Ｒ
「
駅
か
ら
ハ
イ
」

に
は
、
今
ま
で
は
単
日
の

集
合
場
所
を
決
め
て
移
動

（
佐
比
内
、
長
岡
、
城
山

等
）
で
は
行
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
今
回
初

め
て
長
期
間
で
の
「
い
つ

で
も
コ
ー
ス
」
へ
の
挑
戦

で
し
た
の
で
、
正
直
目
標

通
り
ゆ
け
る
か
心
配
で
し

た
が
、
何
と
か
達
成
し
た

よ
う
で
し
た
。

参
加
者
さ
ん
か
ら
の
感

想
と
し
て
◎
素
朴
な
コ
ー

ス
で
良
か
っ
た
、
今
度
は

冬
の
白
鳥
、
春
の
桜
の
時

期
に･･･

◎
発
掘
し
た
展

示
品
も
見
た
い
◎
産
直
、

昼
食
で
き
る
と
こ
ろ
等
も

欲
し
い
◎
冷
た
い
お
茶
あ

り
が
と
う
◎
小
さ
め
な
お

土
産
欲
し
い
等
々･･･

（
紫
波
町
観
光
交
流
協
会

の
資
料
よ
り
抜
粋
）



五郎沼の北側にある「箱清水石卒都婆群」の松が数年間「松くい虫」被害で大変危険な状態でしたが、地元の方
の協力にてボランティア的に伐採していただきました。

昨年：左（西）側に傾いてました

（
紫
波
・
稗
貫
衛
生
処
理
組
合
処
理
場
内
）

北
上
川
の
舟
運
に
係
わ
る

有
力
者
が
住
ん
で
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
出
土
し
た
「
か
わ

ら
け
」
は
、
比
爪
館
で
出

土
し
た
も
の
よ
り
古
く
、

樋
爪
氏
初
代
清
綱
が
住
ん

で
い
た
館
跡
で
は
な
い
か

と
も
想
像
で
き
ま
す
。

平
泉
研
究
の
中
で
、
樋

爪
一
族
に
つ
い
て
注
目
さ

れ
て
い
る
な
か
、
こ
の
遺

跡
の
調
査
結
果
は
貴
重
な

も
の
で
す
。
今
後
、
赤
石

神
社
か
ら
こ
の
遺
跡
付
近

ま
で
、
岩
手
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
全
国

に
注
目
さ
れ
る
発
掘
調
査

結
果
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ

ま
す
。
（
町
教
育
委
員
会

資
料
を
基
に
ひ
づ
め
館
懇

話
会
員
の
石
幡
氏
の
文
）

Ⅱ

東側四号線沿い堤体に
「五郎沼」

松枯れ数年目で倒木の心配があった

こ
れ
ま
で
、
比
爪
館
遺

跡
や
本
遺
跡
の
南
側
に
あ

る
小
路
口

遺
跡

が
調
査
さ
れ
、
比
爪
館
跡

や
町
並
み
跡
が
赤
石
小
学

校
か
ら
東
に
約
６
５
０
ｍ

ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
銀

遺
跡
の
発
掘
に
よ

り
、
そ
の
範
囲
が
北
上
川

縁
ま
で
広
が
り
、
さ
ら
に

北
側
に
も
広
が
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

高
所
作
業
車
の
上
か
ら

「
都
婆
群
」
見
た
様
子

高所作業車から見た五郎沼

ま
た
、
発
掘
調
査
に
よ

り
、
塀
（
柵
列
）
跡
が
東

西
方
向
に
二
条
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、

幅
60
㎝
・
深
さ
50
㎝
で
す
。

こ
の
形
状
は
柳
之
御
所
で

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い

同
系
の
塀
跡
で
、
貴
重
な

遺
構
で
あ
る
事
が
わ
か
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
量
の
「
か

わ
ら
け
」
（
12
世
紀
）
、

白
磁
、
青
磁
、
黄
粕
陶
器

（
12
～
15
世
紀
）
な
ど
中

国
産
陶
磁
器
の
破
片
や
住

居
跡
が
数
棟
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。

発
見
さ
れ
た
塀
（
柵
列
）
跡

平
泉
の
柳
之
御
所
で
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い

（
比
爪
館
跡
で
は
未
発
見
）

高所作業車利用しての伐採

南
日
詰
大
銀

遺
跡

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
に
は
相
当
力
が
あ
り
、

Ⅰ

・

Ⅱ

Ⅱ

発見された「かわらけ」
比爪館跡のよりも古いと推測されている


